












北区基本構想策定に向けた
職員ワークショップの実施結果
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職員ワークショップ

参加者︓各部推薦（35歳以下で、係長級、主任、主任選考対象者）及び、政策課題研究会（ロゼ）
メンバー 合計34名

実施概要・目的︓
• 5〜6名の班を分野別（躍動、輝き、創出）に各2班（合計6班）構成し、ワークショップ形式にて
実施。

• 審議会における検討材料として活用するため、若手、中堅職員に基本構想等の策定プロセスへの
参加機会を設け、基本目標（案）とその説明文の作成について検討を行った。

将来像の分野 包含する要素（政策領域）の例

躍動 地域振興、産業振興、地域文化・生涯学習・スポーツ、観光・シティプロモー
ション、人権・多文化共生・男女共同参画

輝き 子ども・家庭、学校教育、健康・医療、高齢・介護、障がい、権利擁護・生活
支援

創出 都市計画、道路・交通、住宅・公園河川、防災・防犯、環境共生・環境保
全・資源循環
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職員ワークショップ

日程・内容︓
第1回︓令和3年12月20日（月） 「各分野において重視すべき要素の抽出」
• 各分野２グループで分野ごとに議論し「将来像の要素」を作成。

第2回︓令和4年 1月12日（水） 「将来像の重視すべき要素と将来の姿の検討」
• 各分野２グループで分野ごとに議論し「将来像を構成する要素」や「実現すべき北区の将来イメージ」
を作成。

第3回︓令和4年 3月23日（水） 「基本目標（案）の検討・取りまとめ」
• 第1回、第2回で検討した内容をもとに、分野ごとに2案の基本目標（案）と、それぞれの考え方を
端的に表す説明文を作成。
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職員ワークショップ
第１回 各分野において重視すべき要素の抽出

将来像の要素 選定の理由・根拠

躍動

知名度の向上 北区の観光資源（ランドマークなど）を活かし知名度の向上

次世代につなげる文化芸術 担い手づくり、ICTを活用したコミュニティづくり、外国人との共生

ダイバーシティにおける全活躍型社会 いつの時代も人種・性別・境遇に関係なく区民が活躍できる社会

個の尊重は区の成長 多様な個性・文化・国籍・性別を理解尊重する

輝き

子ども・子育て層のネットワークづくり 場所や施設でのイベントにとらわれず、ネット上でのつながる場（＝ネットワーク）があれば、より取
り残されることが無い

ひとりひとりに寄り添った教育で子どもの個性・能力を
伸ばす

ハード︓環境の整備 ソフト︓ICT、多様な学習機会

地域のつながり、生きがいづくりでいきいきと長生き いきがいを持って長生き、病気になっても家族と本人が希望を持って暮らす

個性が輝ける環境 障がいやマイノリティーも含め、“個性”としてとらえる環境づくり

創出

誰でも使える魅力ある公園 誰もが外で楽しく遊べる機会を増やしたい（カフェ、レストラン、遊具の整備、清潔感の維持）

持続可能性社会の形成 環境保全、資源循環、ゼロカーボン

安心・安全な都市基盤の整備 狭く、暗いと怖いから（道路の拡幅、無電柱化、災害対策）街路樹等も

ゼロ・カーボン循環型社会の推進 省エネと資源循環が重要だから
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職員ワークショップ
【 躍動 】 将来像の重視すべき要素と将来の姿の検討
将来像を構成する要素 北区の問題点と可能性 実現すべき北区の将来イメージ

地域のつながり
生涯スポーツ

• 高齢化による担い手不足
• ICTを活用した地域への愛着づくり

• ICTの活用による全世代が地域への愛着を持てるコミュニティの
実現

• スポーツを通して世代の垣根を超えた地域のきずなづくり

次世代につなげる文化芸術 • 文化芸術の衰退
• 新技術を活用した次世代への文化継承

• 新技術を活用した未来へつなぐ次世代への文化芸術の継承
• デジタル社会に対応した文化芸術の新しい発信

ダイバーシティにおける全活躍型社
会

• 多種多様な価値観をはぐくむ土壌づくりの不足
• だれでもいつでも自由に学び挑戦できる社会

• だれでもいつでも自由に学び挑戦できる全活躍型社会の実現
• 多種多様な価値観を認め、共有しあう全活躍型社会に実現

知名度の向上 • 区民の愛着が世代間でバラつきがある
• 観光資源の把握不足及び利活用不足
• 広報の工夫の余地あり
• 文化施設の利活用可能性追求

• 誰もが愛着とほこりをもって住みつづけたいまちの実現
• 週末のお出かけの目的地として訪れたくなるまちの実現

個の尊重は区の成長 • 職員の区政への理解が不足している
• 個を尊重することへのニーズに対応しきれていない
• 住民の多国籍化が進んでいる

• 個の尊重は区の成長
• 誰もが自分らしい生き方で輝けるまち
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職員ワークショップ
【 躍動 】 基本目標（案）の検討結果

基本目標（案） 説明文
躍動１ • 多種多様な価値観ときずなをはぐくむまち 北区

• 個性がいきるまち 北区
• 全活躍型社会 北区

ICTを活用して、文化芸術を未来へつなぐとと
もに、区民一人ひとりが地域への愛着ときずな
を深め、自由に学び挑戦できる全活躍型社会
北区をめざします。

躍動２ • だれもが花咲かせるまち
• 帰宅したくなるまち 北区
• 個の尊重は区の成長
• まちどおしいまち北区

だれもが、文化・歴史を継承する担い手となり、
自らの個性に花咲かせながら、北区とかかわる
ことに誇りが生まれ、それが新たな北区とのかか
わりを生み出す循環と広がりのあるまちをつくっ
ていきます。
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職員ワークショップ
【 輝き 】 将来像の重視すべき要素と将来の姿の検討
将来像を構成する要素 北区の問題点と可能性 実現すべき北区の将来イメージ

ひとりひとりに寄り添った教育で子どもの
個性・能力を伸ばす

• サポート体制が不十分
• ICT活用が不十分

• 子どもの個性・能力を伸ばす環境づくり
• あらゆる個性を認めあえる学びの場の実現

多様化する環境に応じた子育てサービ
スの提供

• 子どもの福祉需要が増加している
• 人材不足の対応が不十分

• 多様化する環境に応じたよりきめ細やかな子ども福祉サービスの提供

子育てしやすい環境づくり
• 環境が充実している
• 活用できる人材が多い

• 地域のコミュニティを活かした子育てしやすい環境づくり

地域のつながり、生きがいづくりでいきい
きと長生き

• 集う場所がある
• つながりの格差がある

• 地域のつながり、生きがいづくりでいきいきと長生きできる街づくりの実現
• つどいの場の充実を魅力発信

子ども・子育て層のネットワークづくり（オ
ンライン）

• セキュリティ・リテラシーの整備・ネットいじめのリスク
• ネットワークを持たない方への支援
• トレンド（メタバース・e-sports）
• 北区は地域のきずなづくりに注力している点

• どんな子どもたちも楽しく競い合えるe-sports大会の開催によるコミュニティ
づくり

• 仮想空間を整備して地域ネットワークの充実を図り、共有したくなるまちづく
り

IT化の進展に対するフォロー • コスト面
• デジタルデバイド
• 東洋大との連携
• IT化の進展による、多くの世代の地域参加、コスト削減

• IT先進都市・北区
• 次世代を担うITスペシャリストの育成
• デジタルデバイドの解消により、誰もがIT化の恩恵を享受できる地域社会

の実現

個性が輝ける環境 • いじめ、不登校等相談数の増加
• 教育者への指導
• 知る機会を増やす
• 多様性社会推進課がすでにある

• 区民がカラフルに輝ける環境づくり
• No.1ではなくオンリーワンな教育の推進
• おたがいさまネットワークの延伸

健康寿命の延伸 • 高齢化（25％超）
• 区ですでに健康寿命の増進に注力しており実績有

• 年齢に関わらず健康づくりに取り組み健康を楽しむ社会の実現
• 世代を超えて健康を楽しめるまち

子育てサービス・環境
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職員ワークショップ
【 輝き 】 基本目標（案）の検討結果

基本目標（案） 説明文
輝き１ • パパママ安心︕みんなが主役の生涯輝きタウン

• 生涯現役︕あなたの個性が輝くふるさと
• 希望がキラキラ︕みんなのふるさと北区

地域のふれあいのなかで子どもたちが自由にす
くすくと成長でき、生涯を通して誰もがいきいき
と個性を輝かせ、希望があふれるまち北区をめ
ざします。

輝き２ • 可能性と笑顔を咲かせるハートフルシティ
• 自分の色を発見・シェアできるまち
• 笑顔を共有︕ふれあいのまち

世代を超えて楽しみや情報を共有することで、
日常が鮮やかに彩られ、誰もがカラフルに輝く
ハートフルなまち、街中に笑顔がさくら咲くまちの
実現を約束します。
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職員ワークショップ
【 創出 】 将来像の重視すべき要素と将来の姿の検討
将来像を構成する要素 北区の問題点と可能性 実現すべき北区の将来イメージ

誰もが生きやすいまちづくり • 多様性への対応不足
• 区民との協働不足
• 再開発の余地がある

• 多様性を尊重した誰もが住みやすいまちの形成
• 多様な主体が関わり合うまちづくり

持続可能性社会の形成 • 環境活動への動機づけが不足
• 環境活動の不足
• 資源が多い（公園・河川など）

• 主体的な持続可能性社会の実現
• 環境活動に参画しやすい仕組みづくり
• 地域資源を活用し、経済的自立を達成した環境活動の推進

安全に暮らせる仕組みづくり • 意識、知識の不足
• 予算不足
• 土地・スペース確保の必要
• 付加価値の創造

• コミュニティ防災の推進
• 付加価値のある安全なまちづくりの実現

誰でも使える魅力ある公園 • 敷地と費用の不足
• 民間活力の活用が少ない
• 交流の場の更なる確保

• 新たな交流が生まれる拠点づくり
• 官民協働でつくりあげる魅力ある公園の実現

安心安全な都市基盤の整備 • 敷地と費用と時間の不足
• 住民理解の不足
• 安心、安全ではない
• 景観の向上（魅力）

• 災害時に命を守る安心安全なまちづくりの推進
• 明るくキレイな街並みの実現

ゼロ・カーボンシティ気候変動対策の推
進

• 住民理解の不足
• 異常気象対策の不足
• 費用減できる
• 再生エネルギーによる防災対策の向上

• 自然災害を防ぐゼロ・カーボンシティの実現
• 気候変動適応策の推進
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職員ワークショップ
【 創出 】 基本目標（案）の検討結果

基本目標（案） 説明文
創出１ • 未来へ向かって成長していくまち 北区

• 北区でであい、おもいでをつくる
• 人とみどりをまもるふるさと北区

多様な主体がまちづくりに関わる仕組みの中で、
北区らしいなつかしさを守りながら、新たな安全
や価値を生みだしていき、人とまちがともに成長
し続けます。

創出２ • 人と交流、環境と共生できるまち
• 新しいにぎわい、交流がうまれる魅力ある拠点へ
• サスティナブルタウン北区

明るくきれいな安心して暮らせる街並みの整備
がなされ、だれもが分け隔てなく楽しく交流がで
き、持続可能で環境と共生できる、災害に強
い安心安全な魅力あるまち北区をめざします。
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